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あたらしい薬(17) 
抗ウイルス薬
一般名:塩酸アマンタジン 
(Amantadine hyc!rochloride) 
化学名:l-Aminotricyclo (3.3.しp， 7Jdecane 
hydrochloride 
担当:麻生芳郎*
ウイルスの細胞内侵入を阻止すると考えられる。ワイ Jレ
ス粒子の生成，放出抑制，宿主細胞への吸着阻害，ノイ
ラミニダーゼ阻害，あるいは抗血清のようにワイルスの
不活化作用ではない。
マウスで感染後 48時間の投与でも治療効果が得られ
ているが，これは未感染細胞を感染防御するためと考え
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HI7N・HCI:187.71 られる。耐性獲得は強いものでなく，免疫機構，また解
熱鎮痛剤，抗ヒスタミン剤によって影響を受けない。
Symmetrel，エンセダン 薬理・毒性:軽度の中枢および循環系興奮作用がみら
(E.I.du Pont，藤沢) れ，アドレナリンと協力， レセJレピンに拾抗する。慢性
毒性試験において 150mgjkg以上の投与で有意の体重増
du Pont社の ConradE. Hoffmannの 1967年のシ
ンポジウム報告によれば，マウスのインフルエンザおよ
び牛痘感染に対して効果の検討された生物学活性化合
物は 156種に達している。そのうち塩酸アマンタヲン
は同社の開発した抗ウイルス剤で， A型インフ Jレエンザ
に対する選択的増殖抑制薬として 1967年 1月米国で市
販された。現在までに二重盲験を含む広範な治験が世界
各地で報告されている。 (C.E. Hoffmann: Antiviral 
Agents，Annual Reports in Med. Che1TI.， 1968，p. 
17....125，Acad. Press)。わが国においても 1965年以
来，その基礎的，臨床的検討が行なわれ，インフルエン
ザA香港型感染症に対する有効性が確認された(1969年
日本ウイルス学会)。
アダマンタンの龍型構造は古くから示唆されていた
が， 1933年チェコスロパキアの化学者により石油の高
沸点留分中から 0.0004%の微量が採取され，対称立体構
造をダイヤモンドに対比させ adamantaneの名称が与
えられ，後，多量に純品が合成されるに至った。アマン
タジンはその lー アミノ誘導体である。
理化学的性質:白色結晶性粉末，無臭，苦味，水，エ
タノーJレに溶け易く，石油エーテJレ，アセトンにほとん
ど溶けない。融点145....14900
薬理効果 :in vitro，in ovo，in vivoの実験で， イ
ンフルエンザA型ウイ jレスに対し特異抗血清に匹敵する
増殖抑制効果が示され，インフルエンザB型を含めた他
のウイルスにはほとんど効果がない。感染前に投与した
際強い抗ウイ Jレス作用が認められ，抗血清併用により効
果が増強することから，その作用は細胞表面に吸着した
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加抑制がみられる。ラットLDsoは経口 800，皮下 500，
静脈内 100mgjkg。動物実験では胎児毒性が認められる
ので，妊娠期間の投与には注意を要する。
代謝:イヌ，サJレにおいて経口・静脈内投与の尿中排
池率の等しいことから，消化管吸収は良好なことが示さ
れ， ヒトでは代謝されることなく尿中に24時間で約60%
が排池される。組織内濃度は 30分に極大を示し，肝，
腎，肺に高い。
臨床成績:A 2 (1967....68)および A香港・ B流行期 
(1968....69)に，インフルエンザの疑いのある患者 1092
例(うちインフルエンザと確認されたもの 91例)につ
いて行なった二重盲験法により，有熱期間，最高体温，
症状持続時聞に有意の効果が認められる。血清抗体価の
変動はない。
使用上の注意:中枢神経系疾患，脳動脈硬化症，痘撃
体質者，また妊娠期間には十分注意して投与すること。
また認容性試験において，一過性の胃腸障害，興奮，不
眠，集中力減退が 17.2%にみられた。
用法・用量:インフルエンザA型ウイルスによる上下
気道感染に対し，成人 100mg(1カプセル)を 1日2回
経口投与。
追記:ごく最近パーキンソニズムの患者がインフルエ
ンザ予防のため本剤を服用し，筋硬直が軽快した臨床観
察から筋硬直，振戦(小脳性・家族性を除く)，無動症に
対する有効性が追究され，とくに L-DOPAとの併用，あ
るいは無効例に対する効果に一部で関心が寄せられてい
る(K.R. Hunter et al，Amantadine in Parkinsonism 
Lancet.1: 1127，1970) (1970. 12.22受付)
